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●植物ホルモン制御の概観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●オーキシン 

IAA生合成は，特にシユートでは，急速に分裂し成長している組織で活発におこなわれる。 

すべての植物組織が低レベルの IAAを生産できると考えられるが，茎頂分裂組織や若い葉，若い果実がオ

ーキシンの主要な合成部位である。 

 

 

 

 

 

 

オーキシンは高濃度では有害であり，ホメオス

タシスによる調節がなければ，容易に蓄積濃度

が高くなってしまう。濃度が至適レベルを超える

場合やホルモンへの応答が終了した場合には，

不活性化がおこる。オーキシンの内膜区画への

隔離（主に小胞体）も，シグナル伝達に利用でき

るオーキシン量の調節にはたらいている。IAAの

小胞体膜の透過に関与する蛋白質が同定され

ており，細胞外オーキシン受容体は主に小胞体

内腔に貯蔵されている。 

外部よりオーキシンを投与したときのよ

く知られる毒性，2,4-Dのような合成オー

キシンは除草剤として利用されてきた。オ

ーキシンの過剰生産を引き起こす変異は，

致死に至る。除草剤は合成オーキシンが

天然オーキシンよりも効果的である。その

理由は，ホメオスタシス制御（分解，結合，

輸送，隔離）を受けにくいからである。 

 

●ジャスモン酸 

トマトでは，昆虫に喰われると，植物全体

でプロテアーゼインヒビターの蓄積が急速に

誘導されるが，それは摂食部位から離れた，

損傷を受けていない部位も含んでいる。 


